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スン ナを 守る こと。 


親愛なる ムス リムの 皆様。 敬愛す る 預言者 （彼 
に 平安が あれ） が、 2 3 年 もの 間、 預言者と して 
の 使 あ 命を 果たす 過程で、 様々 な 事柄に っいて 語 
ったす ベての 言葉 や 行った すべての 行動、 命令 や 
禁止 事項、 そして 承認され たこと されなかった こ 
と、 さらに 彼の 生活 や徳 、そして 人柄に 関して 伝 
えられた すべてが ハ デ ィース、 つまり スン ナと名 
づ けられて います。 学問的な 文献に おいて 類推の 
用語と して 使われて いる ハ ディースと センナは、 

ク ルアー ンに 次ぐ イス ラームの 第二の 源です。 し 
たがって ムス リムは スン ナに 従うべき とされて い 
ます。 この ことにつ いて ク 
ルアー ン では、 『使徒が 汝 
らに 与える ものは それを 受 
け、 汝らに 禁じる ものは や 
めなさい。』 1 と 語られ、 

イス ラームに おいて スン ナ 
は、 宗教 上の 判断の 根拠で 
ある ことが 強調され てい ま 
す。 さらに 『使徒に 従う 者 
は、 まさに アツ ラーに 従う 
者で ある』 2 『本当に アツ 
ラーの 使徒は、 アツ ラーと 
終末の 日を 熱望す る 者、 ア 
ツ ラーを 多く 唱念 する 者に 
とって、 立派な 模範であった。』 3 とその 他の 節 
においても スン ナの 重要性が 語られて います。 

兄弟 姉妹の 皆様。 聖 預言者は、 ク ルアー ンと同 
様に スン ナを 重視して 送る 生活は、 人を 正しい 道 
と 幸福へ 導く と 述べました。 一方で スン ナに 背い 
て 送る 人生は、 人を 迷わせ、 正しい 道を 逸脱し、 
最終的に 困難に 落ち入る と 言いました。 預言者 ム 
ハン マドは、 晚 年に 述べられた 一つの ハ ディース 
では 『私は 汝ら に、 それを しっかり 掴んで いれば 
迷う ことのない 2 つの ものを 残した。 アツ ラ 一一 
の 書 （ク ルアー ン） と アラーの 使徒の スン ナ であ 
る』 4 と 伝えられました。 アツ ラーの 使徒は 私達 
に 委託 品 かつ 貴重な 遺産と して 残った スン ナを実 
際の 生活に おいて 実践した 場合、 宗教が 活用され、 
一方で スン ナに 背いて それを 放棄した 場合、 信仰 
や 生活が 腐敗す ると 忠告して います。 さらに この 
ことに まつわる 別の ハ デ イースに おいて、 『人が 
宗教から 離れる のは、 スン ナの 放棄から 始まる。 


太い 綱は すこしずつ 崩れは じめ、 最終的に 切れて 
しまいます。 人は 同様に スン ナ から 離れ 始め、 や 
がて 宗教から 完全に 離れて しまう』 と 述べられて 
います』 5 。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 スン ナ は、 アツ ラー 
から 送られた 最後の 経典で ある ク ルアー ンを 解釈 
する ものと して、 我々 の 宗教に おいて 重要な 役割 
を 果たして います。 したがって ク ルアー ンに 命じ 
られた イス ラームの 信条で ある 礼拝の 仕方、 断食 
の 方法、 ザ カートに 何を どれ だけ 与える か、 そし 
て 巡礼を どのように 行う かな どに ついては すべて 

ハ ディースから 学びます。 
信仰に ついての より 詳しい 
知識 も ハ ディースから 学び 
ます。 預言者 ムハンマドが 
日々 の 生活に おいて 実践し、 
ムス リムが 従うべき 道徳的 
な 規範は ク ルアー ン におい 
ては、 基本的な こと だけが 
説かれて います。 細かい と 
ころに 関しては、 ハ デース 
によって 説明され ています。 
つまり スン ナを 無視して ク 
ルアー ンの 多くの 節を 理解 
し、 イス ラームの 教えに 乗 
っ 取って 生活を 正しく 送る ことは 不可能 だとい う 
ことです。 預言者 ムハンマドの 生き方で ある スン 
ナを 大切に 思い、 そして 尊敬し、 それを 守って 
日々 の 生活に おいて 実践す る ことは 宗教 上の 任務 
です。 スン ナに 基づいて 送った 行為は、 私達を 聖 
預言者へ 近づけ、 その お 方に 似せ、 そして 彼の 愛 
情を 得る 媒介と なります。 さらに 最後の 審判の 日 
において 彼の シャファー アを 獲得た めの 理由と な 
り、 彼の ウン マ （共同体） の 中に 私達が 入る 手段 
ともなります。 こうした 理由から スン ナを 大切に 
取り扱い、 日常生活 において 聖 預言者の 振る舞い 
を 模範に して 人生を 送りましょう。 

聖 預言者が この 点に ついて 述べられた 幾つかの 
ハ ディースを 紹介し、 本日の ホ トバを 終えたい と 
思います。 『誰で あれ、 われの スン ナ （生き方） 

に 背いた 場合、 その 者は 私の 仲間では ない』 6 。 

『われの スン ナを 愛し、 それを 生か 人は、 私を 愛 
している という ことです。 私を 愛した 人は、 天国 
で 私 と共にい ます』 7 。 
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